
１
０
月
６
日
（
金
）
、
首
都
圏
ト
ラ
ッ

ク
部
会
（
東
京
・
埼
玉
）
は
、
埼
玉
県

大
宮
市
大
宮
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
東
京
ト
ラ
ッ

ク
部
会
か
ら
９
名
、
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部

会
か
ら
７
名
、
中
央
本
部
か
ら
２
名
が

参
加
し
た
他
、
今
年
度
も
ド
ラ
イ
バ
ー

向
け
健
康
診
断
と
し
て
医
療
生
協
さ
い

た
ま
様
か
ら
５
名
の
保
険
師
さ
ん
、
新

聞
記
者
４
名
、
合
計
２
６
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
行
動
が
始
ま
る
前
段
に
、
保

険
師
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
ト
ラ
ッ
ク
労

働
者
の
実
態
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
、

そ
の
後
、
今
日
一
日
の
行
動
に
つ
い
て

共
有
し
ま
し
た
。

１
０
時
よ
り
集
会
が
開
催
さ
れ
、
埼

玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
奥
貫
部
会
長
、
全
国

ト
ラ
ッ
ク
部
会
鈴
木
事
務
局
長
、
医
療

生
協
さ
い
た
ま
檜
山
保
険
師
か
ら
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
１
０
時
３
０
分
か
ら

行
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
国
土
交
通
省
の

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
集
約
・
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内

の
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
実
態
や
２
０
２
４
年
問
題
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
、
直
接
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
話
を
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
と
も
に
食
事
や
休
憩
を
取
る
時
間

が
確
保
で
き
な
い
な
ど
、
過
酷
な
労
働

実
態
を
話
さ
れ
る
方
が
い
る
一
方
で
、

２
０
２
４
年
に
は
残
業
時
間
が
規
制
さ

れ
、
結
果
と
し
て
賃
金
が
減
っ
て
し
ま

う
の
で
は
と
不
安
視
す
る
声
も
あ
り
ま

し
た
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
肥
満
や

高
血
圧
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
特
有
の
健

康
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ノ

ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
１
５
０
個
配
布
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
３
２
枚
を
回
収
し
、

保
険
師
さ
ん
よ
り
今
回
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
報
告
が
さ
れ
、
１
４
時
に
全
行
動

が
終
了
し
ま
し
た
。

【
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】

１
０
月
８
日
（
日
）
東
部
支
部
は
第

２
４
回
定
期
大
会
を
富
岡
区
民
会
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に
都
本
部
の
遠

藤
書
記
長
が
参
加
し
、
司
会
に
諸
岡
さ

ん
、
議
長
に
市
川
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
挨
拶
で
林
上
副
委
員
長
は

「
今
年
は
西
武
デ
パ
ー
ト
で
の
ス
ト
ラ

イ
キ
で
改
め
て
ス
ト
の
意
義
に
気
づ
か

さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
日
常
的
に
ス
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、

日
本
に
も
必
ず
そ
う
い
う
時
期
が
来
る
。

建
交
労
が
核
に
な
る
よ
う
運
動
を
す
す

め
た
い
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
執
行
委
員
会
を
定

期
的
に
開
催
し
て
き
た
こ
と
や
、
組
織

拡
大
検
討
委
員
会
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
触
れ
ま
し
た
。
都
本
部
の
労
働
相
談

を
組
織
拡
大
の
端
緒
と
位
置
づ
け
本
年

度
は
３
件
に
取
り
組
み
、
組
合
員
と
し

て
の
定
着
を
目
指
し
ま
し
た
。
軽
貨
物

ド
ラ
イ
バ
ー
２
名
が
加
盟
し
、
新
た
な

拡
大
分
野
の
一
端
を
担
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
事

業
団
の
仕
事
確
保
の
運

動
に
つ
い
て
は
、
深
川

・
足
立
・
葛
飾
・
墨
田

分
会
で
、
仕
事
を
随
意

契
約
と
す
る
こ
と
や
委

託
額
を
上
げ
る
よ
う
厚

労
省
や
東
京
都
に
要
請

し
た
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
た
な

事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
の
援
助
要
請
を
東
京
都
に
対
し
行
っ

て
い
ま
す
。

方
針
（
案
）
の
提
案
で
は
、
組
織
拡

大
検
討
委
員
会
と
連
携
し
労
働
相
談
員

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
、
争
議

支
援
、
政
治
闘
争
な
ど
、
東
部
支
部
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
要
求
前
進

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
大
切
と
訴
え
ま
し

た
。
決
算
・
予
算
（
案
）
、
役
員
を
含

め
、
議
案
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、

最
後
に
狩
野
副
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ

う
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
林
上
博
之
、
副
執
行
委
員

長
狩
野
謙
次
、
書
記
長
畠
中
博
資
、
書

記
次
長
笹
原
和
樹
、
執
行
委
員
稲
橋
晋

平
、
梅
原
幸
一
、
菊
池
貢
、
鈴
木
康
吉
、

鈴
木
次
郎
、
染
谷
正
行
、
永
島
敏
江
、

藤
盛
金
則
、
諸
岡
高
光
、
会
計
監
査
江

部
明
子

【
東
部
支
部

書
記
長

畠
中
博
資
】
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１
０
・
６

首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
東
京
・
埼
玉
）
ト
ラ
ッ
ク
の
日
宣
伝
行
動



８
月
６
日
、
世
界
大
会

に
先
駆
け
て
長
崎
駅
に
隣

接
す
る
出
島
メ
ッ
セ
前
よ

り
、
爆
心
地
公
園
に
向
け

て
平
和
行
進
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
建
交
労
長
崎

県
本
部
の
宣
伝
カ
ー
が
先

導
し
、
国
道
２
０
２
号
線

に
沿
っ
て
、
約
３
キ
ロ
を

１
０
０
人
で
の
行
進
で
す
。

建
交
労
全
国
青
年
部
と
し

て
は
初
め
て
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

８
月
７
日
、
台
風
６
号

接
近
の
影
響
で
少
な
め
の

参
加
者
と
な
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
９
年
以
来
と
な
る

長
崎
で
の
開
会
総
会
が
開
会
し
ま
し

た
。
挨
拶
に
立
っ
た
元
建
交
労
鉄
道

の
組
合
員
田
中
重
光
日
本
被
団
協
代

表
委
員
や
鈴
木
長
崎
市
長
は
、
今
年

広
島
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
世
界
首
脳

国
会
議
広
島
サ
ミ
ッ
ト
「
広
島
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
触
れ
ず
核
抑
止
論
を
支
持
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
事
を
指
摘
し
「
ホ

ス
ト
国
、
被
爆
地
広
島
で
行
わ
れ
た

サ
ミ
ッ
ト
で
、
こ
う
い
っ
た
指
針
が

示
さ
れ
る
の
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
。
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

８
月
８
日
、
原
爆
で
身
寄
り
を
亡

く
し
た
全
日
自
労
の
先
輩
が
眠
る
長

崎
市
赤
迫
の
墓
地
、
「
敬
朋
」
と
刻

ま
れ
た
墓
石
の
前
で
、
長
崎
県
本
部

主
催
「
墓
前
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
台
風
接
近
に
よ
り
急
遽

予
定
が
前
倒
し
さ
れ
原
水
禁
大
会
閉

会
総
会
が
行
わ
れ
、
被
爆
さ
れ
た
方

の
発
言
や
、
海
外
代
表
か
ら
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
決
意
と
し

て
、
沖
縄
県
赤
嶺
議
員
を
は
じ
め
と

す
る
沖
縄
や
九
州
各
県
の
代
表
が
大

軍
拡
防
止
を
求
め
訴
え
、
若
い
世
代

の
代
表
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。
「
核
抑
止
力
で
は
平
和
は
作

れ
な
い
。
核
廃
絶
こ
そ
が
平
和
へ
の

唯
一
の
道
筋
で
あ
る
」
と
多
く
の
参

加
者
が
改
め
て
強
く
胸
に
刻
ん
だ
大

会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

【
東
京
青
年
部
部
長

秋
山

哉
保
】

１
０
月
１
４
日
（
土
）
、

高
さ
２
５
メ
ー
ト
ル
の
大

鳥
居
の
前
に
集
ま
っ
た
１

４
名
の
参
加
者
は
、
日
本

平
和
委
員
会
の
西
村
美
幸

さ
ん
の
案
内
で
、
靖
国
神

社
境
内
を
一
周
。
時
に
は

ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
、

わ
か
り
易
い
解
説
に
、
メ

モ
を
取
る
人
も
い
ま
し
た
。

今
回
の
「
憲
法
カ
フ
ェ
」

は
、
陸
上
自
衛
隊
の
元
幕

僚
長
が
「
国
家
の
慰
霊
顕

彰
施
設
と
し
て
の
靖
国
神

社
を
復
活
さ
せ
、
一
命
を

捧
げ
た
自
衛
官
を
祭
れ
る
よ
う
に
す

る
制
度
が
急
が
れ
る
」
と
主
張
し
て

い
る
事
か
ら
、
改
め
て
靖
国
神
社
の

事
を
知
り
た
い
と
企
画
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
大
き

な
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
出

来
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
靖

国
神
社
は
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た

兵
士
の
方
を
祭
る
神
社
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
民
間
、
女
性
、
子
供
、

台
湾
、
朝
鮮
の
方
も
祀
ら
れ
て
い
る

と
知
り
身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
４
０
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
と
い
う

参
加
者
か
ら
は
「
当
時
は
、
遊
就
館

の
辺
り
に
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
戦
友

会
や
、
遺
族
の
方
が
大
勢
い
て
、
あ

ち
こ
ち
で
、
再
会
を
喜
び
あ
っ
て
い

た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。
靖
国
神
社

は
、
こ
こ
に
来
れ
ば
、
生
死
を
超
え

て
い
つ
か
会
え
る
と
誓
っ
た
元
兵
士

の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
た
『
特
別
の

神
社
』
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
」

と
の
感
想
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ガ
ザ
の
空
爆
封
鎖
報
道
の
中
、
日

本
で
も
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
が

叫
ば
れ
る
も
と
で
、
「
日
本
の
過
去

の
戦
争
と
戦
争
す
る
人
づ
く
り
」
を

考
え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
東
京
女
性
部

廣
川

陽
子
】
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「
１
０
月
１
日
か
ら
東
京
都
の
最
低
賃

金
は
１
１
１
３
円
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
最
賃
の
額
で
は
と
て
も
生

活
出
来
ま
せ
ん
。
人
間
ら
し
く
暮
ら
す

に
は
今
す
ぐ
最
低
時
給
１
５
０
０
円
以

上
が
必
要
で
す
！
」
建
交
労
東
京
三
多

摩
地
区
協
議
会
が
結
集
す
る
三
多
摩
労

連
・
三
多
摩
春
闘
共
闘
は
、
立
川
駅
を

利
用
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
学
生
さ
ん

な
ど
に
、
最
賃
が
上
が
っ
た
こ
と
の
お

知
ら
せ
や
労
働
組
合
へ
の
加
盟
を
呼
び

か
け
る
宣
伝
行
動
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
８
時
間
労
働
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
！

最
低
賃
金
は
時
給
１
５
０
０
円
以
上
に
！
」

と
書
か
れ
た
横
断
幕
を
か
か
げ
、
用
意

し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ビ
ラ
１
９
０
０
枚
を

配
布
し
ま
し
た
。
東
京
都
は
、
日
本
で

一
番
高
い
最
低
賃
金
で
す
が
、
時
給
１

１
１
３
円
で
１
ヶ
月
働
い
て
１
８
万
円
、

１
年
間
で
２
１
６
万
円
で
す
。
こ
れ
で

十
分
な
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
物
価
の

上
昇
は
、
例
え
ば
粉
ミ
ル
ク
は
１
７
．

２
％
、
炭
酸
飲
料
は
１
７
．
４
％
、
卵

は
３
５
．
７
％
（
６
月
消
費
者
物
価
指

数
よ
り
）
、
と
な
り
、
賃
上
げ
が
追
い

つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
原
材
料
価
格
や
燃

料
費
の
高
騰
を
価
格
転
嫁
で
き
な
い
事

態
に
対
し
、
労
働
者
に
し
わ
寄
せ
が
い

く
こ
と
は
避
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

建
交
東
京
か
ら
は
、
バ
ス
関
連
支
部

（
京
王
新
労
組
）
執
行
委
員
長
・
三
多

摩
地
区
協
議
会
議
長
の
佐
々
木
仁
さ
ん

が
マ
イ
ク
を
握
り
「
労
働
組
合
に
加
盟

し
一
緒
に
職
場
を
変
え
よ
う
！
」
と
訴

え
ま
し
た
。

【
執
行
委
員

笹
原

和
樹
】

■１１月 ９日（木）建交労中央行動ゼネ

コン要請

■１１月１０日（金）建交労中央行動ゼネ

コン要請

■１１月１２日（日)～１３日(月)第３６

回日本高齢者大会ｉｎ東京

■１１月２４日（金)１５時～東京労働局

交渉（九段下）

■１１月２５日（土）１３時～２６日（日）

中央春闘討論集会（伊豆長岡ホテルサン

バレー冨士見）

■１１月２５日（土）１３時～２６日（日）

第６８回日本母親大会ｉｎ山口県

■１２月 ３日（日）１０時～都本部２４

春闘討論集会（東京地評ラパスホール）

■１２月１０日（日）～１１日（月）

全国建設研究交流集会（スパリゾートハ

ワイアンズ）

組合掲示板

建交労東京女性部２０２３「憲法カフェ」
今年は「靖国神社」の見学を実施


